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在している。Teadenol A および Teadenol Bもこのカテキン由来のポリフェノール成分の一種であり、
黒麹カビで醗酵した微生物発酵茶から単離され、アディポネクチンの分泌促進活性やプロテインチロシ
ンフォスファターゼ 1B発現抑制活性を有することから機能性食品成分として注目されている。本論文は、
Teadenol A および Teadenol Bの効率的な生産方法を確立することを目的として、カテキンの一種である
エピガロカテキン 3-O-ガレート（EGCG）を出発原料とし、黒麹カビ（Aspergillus sp.） により両化合物
を生産する条件の最適化とその効率的な分離法について検討を行ったものである 
 まず、著者は標準品を取得するため、市販の微生物発酵茶の粉末および茶葉からDIAION HP20、
Sephadex LH-20クロマトグラフィーによる分離を行い、さらに分取用HPLCで精製しTeadenol A および 
Teadenol Bの高純度標準品を調製した。そしてこの標準品をHPLC分析に供し、両化合物の定量法を確立
した。 










培養では、Teadenol類の生産は確認されたが収量が低く、結論として5% EGCG および1% 緑茶粉末を含
むCzapek-Dox改変培地を用いた液体培養がTeadenol類の生産には最適であると結論づけた。 
 さらに著者は最適化した培養条件によりAspergillus sp.を培養し、その培養上清からTeadenol Aおよび
Teadenol Bを簡便に調製する分離法の検討を行った。微生物発酵茶抽出液に比べて培養上清のTeadenol類
の含量は高く、他のポリフェノール成分が少ないため、DIAION HP20での分離ステップを省き、直接








               審   査   の   要   旨 
 
 微生物を用いた醗酵プロセスを経て製造される微生物発酵茶からは多くの新規ポリフェノール成分が




























               
 
